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石
井
茂
樹
著

中
園
近
世
財
政
史
の
研
究

'-'-' 
j平

本

キ者

美

本
書
の
著
者
山
石
井
茂
樹
氏
は
、
一
九
八
三
年
に
護
表
さ
れ
た
庭
女
作
「
清

朝
園
家
財
政
に
お
け
る
中
央
と
地
方
」
(
本
書
第
二
立
早
)
以
来
、
明
清
財
政

史
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
気
鋭
の
研
究
者
と
し
て
、
話
題
作
を
次
々
と
後
表
し

て
こ
ら
れ
た
。
山
石
井
氏
の
論
文
が
、
狭
い
意
味
の
財
政
史
の
範
闘
に
と
ど
ま

ら
ず
、
枇
合
日
経
済
史
や
法
制
史
の
分
野
に
も
慶
く
反
響
を
呼
ん
だ
理
由
は
、

氏
の
研
究
が
史
料
の
一
字
一
句
を
も
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
高
い
賓
詮
性
を
保

持
し
つ
つ
、
同
時
に
中
園
の
政
治
秩
序
の
全
懐
像
に
封
す
る
鮮
明
な
問
題
闘

心
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
本
書
は
、
氏
の
二

O
飴

年
に
わ
た
る
財
政
史
研
究
を
集
大
成
し
た
五
百
頁
飴
り
に
及
ぶ
大
著
で
あ
り
、

準
界
待
望
の
一
所
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
本
来
日
の
構
成
を
以
下
に
示
そ
う
。
括
弧
内
は
各
章
の
元
と
な
っ
た

論
文
の
刊
行
年
を
一
以
す
。

序
章
(
書
き
下
ろ
し
)

第
一
部
財
政
構
造
に
お
け
る
集
中
と
分
散

第
一
章
正
額
外
財
政
と
地
方
経
費
の
貧
困
(
一
九
九
二
)

」

正
額
財
政
の
集
権
構
造
と
そ
の
特
質
(
一
九
八
三
)

清
末
の
危
機
と
財
政
(
一
九
八

O
年
の
修
士
論
文
を
も
と
に
加

仕
草
)

第
四
章
清
末
の
外
鈎
経
費
と
地
方
経
費
(
二

O
O
四
)

第
二
部
径
役
と
財
政
の
あ
い
だ

第
五
章
現
代
中
園
の
請
け
負
い
財
政
(
一
九
九
四
)

第
六
章
均
径
法
か
ら
み
た
明
代
径
役
問
題
(
一
九
九
四
)

第
七
ヰ
早
里
甲
制
と
径
役
負
捨
(
一
九
九
四
)

第
八
章
一
候
鞭
法
後
の
径
役
問
題
(
一
九
九
四
)

柊
章
(
一
九
九
四
)

附
篇
中
園
の
近
代
国
家
と
財
政
(
一
九
九
六
)

第
二
章

第
三
章

本
書
の
頁
敷
の
宇
ば
以
上
を
占
め
る
第
二
部
(
第
五
章
か
ら
終
章
)
の
諸

論
文
は
、
も
と
も
と
「
径
役
と
財
政
の
あ
い
だ
|
|
中
園
税
・
役
制
度
の
歴

史
的
理
解
に
向
け
て
|
|
」
と
題
し
て
『
経
済
経
管
論
叢
(
京
都
産
業
大

挙
)
』
に
四
同
に
分
け
て
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
第
二
部
の
諸

論
文
に
加
え
、
同
一
子
術
雑
誌
・
同
一
子
術
室
田
に
掲
載
さ
れ
た
第
二
章
・
第
四
章
が
、

本
書
の
山
貰
誼
的
コ
ア
を
な
す
と
い
え
よ
う
。
序
章
・
第
一
章
・
第
三
章
及
び

附
篇
は
、
そ
れ
ら
の
コ
ア
論
文
を
包
括
・
連
結
し
て
本
書
全
樫
の
問
題
を
提

示
し
、
全
樫
的
眺
望
を
示
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
コ
ア
論
文
に
関
し
て

は
、
術
語
の
統
一
な
ど
を
除
き
ほ
ぼ
原
載
時
の
ま
ま
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

本
書
が
単
な
る
個
別
論
文
の
集
成
で
な
く
内
的
な
統
合
を
保
っ
て
い
る
の
は
、

序
喜
早
か
ら
終
章
ま
で
一
貫
す
る
「
正
規
の
財
政
と
そ
の
外
に
あ
る
非
正
規
の

財
政
」
と
の
「
二
重
構
造
」
(
六
四
頁
)
の
動
態
に
釘
す
る
明
確
な
問
題
関

心
の
故
で
あ
る
と
い
え
る
。

十

「

144 

「



L 

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁

-
J跡
部
リ
中
日
宍
)
仏
-
H
N

い

R
待

ー「

序
章
に
お
い
て
著
者
は
、
清
代
の
有
名
な
幕
友
正
輝
租
が
「
漕
飯
を
喫
う

(
地
方
有
力
者
が
漕
米
の
超
過
徴
収
を
告
設
す
る
と
脅
し
て
地
方
官
府
か
ら

金
を
ゆ
す
る
こ
と
)
」
習
慣
に
釘
し
て
示
し
た
態
度
を
糸

U
に
、
本
書
の
基

本
課
題
を
提
示
す
る
。
正
輝
組
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
習
慣
は
確
か
に
望

ま
し
く
は
な
い
も
の
の
、
必
田
事
者
を
巌
罰
に
廃
す
れ
ば
済
む
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
一
朝
一
夕
に
は
愛
え
が
た
い
財
政
構
造
に
深
く
根
ざ
し
た
現
象
と

し
て
、
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
著
者
は
、
こ
う
し
た
常
時

の
「
良
識
」
に
寄
り
添
い
つ
つ
、
そ
の
論
理
に
肉
薄
し
よ
う
と
す
る
。
常
時

の
人
々
に
と
っ
て
常
識
的
前
提
と
な
っ
て
い
た
附
加
的
・
追
加
的
課
徴
の
存

在
を
、
財
政
制
度
の
位
系
の
な
か
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
理
解
す
べ
き

か
。
こ
の
よ
う
な
附
加
的
課
徴
が
負
捨
の
不
均
衡
を
通
じ
て
深
刻
な
社
合
問

題
を
引
き
起
こ
し
て
ゆ
く
の
は
何
故
な
の
か
。
著
者
に
よ
れ
ば
「
財
政
の
樫

系
は
、
惇
統
中
岡
の
政
治
支
配
秩
序
に
特
有
の
性
質
と
構
造
を
窺
う
恰
好
の

分
野
で
あ
る
」
(
一
六
頁
)
o

な
ぜ
な
ら
、
財
政
と
は
「
権
力
圏
龍
と
し
て
の

岡
家
と
支
配
を
う
け
い
れ
る
枇
舎
と
の
あ
い
だ
に
形
成
さ
れ
る
経
済
的
循

環
」
(
一
四
頁
)
の
動
的
な
構
造
を
端
的
に
表
現
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

第
一
章
は
、
清
代
を
封
象
と
し
て
、
近
世
中
園
の
財
政
構
造
の
基
本
特
徴

を
概
括
的
に
論
ず
る
。
清
代
を
通
じ
、
人

U
増
や
物
債
騰
貴
に
伴
い
必
要
な

財
政
支
出
が
増
大
し
て
い
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
規
の
税
額
は
ほ
ぼ
固

定
的
で
あ
り
(
「
原
額
主
義
」
)
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
財
政
難
を
も
た
ら
し
た
。

中
央
財
政
と
匝
別
さ
れ
た
濁
自
の
財
源
を
も
た
な
い
地
方
政
府
で
は
、
中
央

に
よ
る
経
費
吸
い
上
げ
と
地
方
の
財
政
支
出
増
大
と
に
挟
撃
さ
れ
、
附
加
税

や
追
加
的
課
徴
、
及
び
係
役
賦
課
な
ど
の
手
段
に
よ
っ
て
、
経
費
不
足
を
補

わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
(
「
正
額
外
財
政
の
掻
大
」
)

0
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法
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定
を
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紋
い
た
正
額
外
の
徴
牧
は
、
官
僚
・
膏
吏
・
街
役
な
ど
の
不
正
行
潟
の
温
床

と
な
り
、
負
捨
配
分
の
不
平
等
に
騎
結
し
た
。
こ
う
し
て
、
清
代
後
期
に
は
、

中
央
政
府
の
統
制
を
受
け
な
い
正
額
外
財
政
が
成
長
す
る
(
「
財
政
の
分
権

化
」
)
と
と
も
に
、
徴
税
や
径
役
賦
課
を
め
ぐ
る
不
正
が
枇
合
問
題
と
な
る
。

第
二
章
は
、
嘉
正
年
間
に
成
立
し
た
酌
援
制
度
を
中
心
に
、
清
朝
財
政
の

二
重
構
造
を
解
明
す
る
。
酌
援
制
度
に
よ
り
、
各
省
の
布
政
司
は
春
秋
二
期

に
地
方
銀
庫
の
現
存
銀
額
を
中
央
に
報
告
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
各

省
の
正
額
銭
糧
が
す
べ
て
中
央
政
府
の
厳
密
な
管
理
の
も
と
に
置
か
れ
る
極

度
に
集
権
的
な
財
政
制
度
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
集
権
的
な
財
政
慢

系
の
周
囲
に
は
、
そ
の
樫
系
の
硬
直
性
を
補
完
す
る
形
で
「
公
」
「
私
」
暖

昧
な
賓
質
的
地
方
財
政
が
成
長
し
て
く
る
。
即
ち
「
官
の
役
何
、
吏
の
手
数

料
(
中
略
)
な
ど
、
個
人
に
蹄
着
す
る
『
私
』
の
領
域
」
と
「
提
解
さ
れ
た

耗
羨
、
同
町
公
さ
れ
た
随
規
、
ま
た
公
事
の
た
め
上
級
官
・
憾
の
一
認
可
を
受
け
て

徴
収
さ
れ
る
損
款
な
ど
、
『
公
』
の
領
域
」
と
が
混
浴
し
た
非
正
規
部
門
が

そ
れ
で
あ
り
、
「
園
家
財
政
は
、
そ
の
固
い
殻
の
表
面
に
、
ど
こ
か
ぶ
よ
ぶ

よ
と
し
て
暖
昧
な
と
こ
ろ
の
あ
る
、
し
か
も
な
く
て
は
な
ら
ぬ
『
公
』
『
私
』

の
財
政
を
厚
く
附
着
さ
せ
て
い
る
」
(
一

O
五
頁
)
。
成
豊
期
以
降
、
太
平
天

国
の
衝
撃
に
よ
り
間
援
制
度
は
崩
壊
し
、
急
増
す
る
支
出
に
封
廃
す
る
た
め

新
設
さ
れ
た
賛
金
な
ど
の
新
し
い
牧
入
項
目
は
、
中
央
の
統
制
外
の
非
制
度

的
地
方
財
政
に
組
み
込
ま
れ
た
。
「
擬
汲
(
割
り
嘗
て
)
」
方
式
で
地
方
財
源

の
強
制
的
吸
い
上
げ
を
岡
る
中
央
と
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
地
方
と
の
争
い
の

な
か
で
、
財
政
権
の
分
裂
が
進
行
し
た
の
で
あ
る
。

績
く
第
三
章
は
、
前
章
で
中
央
統
制
の
崩
壊
と
い
う
側
か
ら
指
摘
さ
れ
た

清
末
の
財
政
権
の
分
裂
の
動
向
を
、
地
方
督
撫
を
核
と
す
る
外
省
財
政
の
側

か
ら
論
ず
る
。
差
金
な
ど
の
新
財
源
の
徴
牧
を
行
う
「
局
」
は
、
総
督
・
巡
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撫
の
人
事
権
の
も
と
に
あ
る
年
公
半
私
の
機
構
で
あ
っ
た
こ
と
、
戸
部
に
よ

る
集
権
的
か
っ
「
非
人
格
的
」
な
管
理
に
代
わ
り
総
督
・
巡
撫
聞
の
私
的
関

係
を
通
じ
て
協
飼
の
確
保
が
目
指
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
が
指
摘
さ

れ
る
。
第
四
章
で
は
、
「
外
鈎
」
と
い
う
概
念
を
軸
と
し
て
、
清
末
地
方
財

政
の
性
格
に
封
す
る
著
者
の
理
解
を
提
示
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
外
鈴
」

は
「
内
錆
」
に
針
比
さ
れ
る
語
で
、
一
八
世
紀
後
宇
か
ら
史
料
上
に
見
え
、

世
初
は
、
地
方
政
府
の
支
出
の
う
ち
、
戸
部
な
ど
の
中
央
官
憾
に
報
錆
(
報

告
し
承
認
を
受
け
る
こ
と
)
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
正
額
外
の
支
出
を
指
す

も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
世
紀
前
中
十
に
は
、
省
財
政
を
統
括

す
る
総
督
・
巡
撫
に
報
告
し
そ
の
承
認
を
経
て
使
用
さ
れ
る
地
方
経
費
を
指

す
よ
う
に
な
っ
た
。
太
平
天
園
以
後
の
財
政
難
の
な
か
で
、
外
鈴
款
項
の
資

金
を
中
央
に
吸
い
上
げ
よ
う
と
す
る
戸
部
と
そ
れ
に
封
抗
す
る
地
方
督
撫
と

の
綱
引
き
が
演
じ
ら
れ
た
。
外
鈎
款
項
の
増
大
は
一
面
で
は
督
撫
の
統
括
す

る
省
財
政
の
強
化
を
示
す
が
、
他
面
で
は
正
規
の
外
鈎
款
項
の
さ
ら
に
外
側

に
、
外
錯
す
ら
さ
れ
な
い
州
豚
レ
ベ
ル
の
附
加
税
や
中
飽
な
ど
、
私
的
な
資

金
調
達
の
領
域
を
成
長
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
。

以
上
、
第
一
部
の
諮
章
は
、
清
朝
財
政
の
展
開
を
跡
、
づ
け
な
が
ら
、
清
代

財
政
制
度
の
基
本
特
質
を
鮮
や
か
に
讃
者
の
眼
前
に
提
示
す
る
。
中
央
政
府

の
集
権
的
な
財
政
管
理
が
清
末
に
至
っ
て
崩
れ
、
督
撫
中
心
の
地
方
財
政
が

成
長
し
て
き
た
と
い
う
概
略
の
動
向
に
闘
し
て
は
、
従
来
の
研
究
の
殆
ど
が

一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
著
者
の
観
貼
の
濁
自
性
は
以
下
の
よ
う
な

貼
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
第
一
に
、
上
記
の
愛
化
を
通
底
す
る
財
政
の
基
本

構
造
と
し
て
、
集
権
的
な
正
額
財
政
と
そ
の
外
側
に
附
着
す
る
非
正
額
財
政

と
の
表
裏
一
住
の
二
重
構
造
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
中
央
財
政
と
地
方
財

政
と
の
聞
の
制
度
的
匿
分
が
存
在
し
な
か
っ
た
賞
時
の
財
政
制
度
に
お
い
て
、

」

地
方
官
街
は
戸
部
の
指
令
の
も
と
で
出
納
を
行
う
中
央
の
出
先
機
関
と
観
念

さ
れ
、
正
額
財
政
に
関
し
て
は
極
め
て
集
権
的
な
財
政
管
理
が
行
わ
れ
た
。

一
方
で
、
中
央
の
監
督
す
る
正
額
財
政
の
金
額
上
・
運
営
上
の
硬
直
性
は
、

そ
の
必
然
的
な
補
完
物
と
し
て
、
附
加
税
や
手
数
料
な
ど
の
形
で
徴
収
さ
れ

柔
軟
に
運
用
さ
れ
る
正
額
外
の
賓
質
的
地
方
財
政
を
生
み
同
さ
ざ
る
を
得
な

い
。
「
雨
者
は
相
互
に
補
完
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
課
税
封
象
を
共
有
す
る

と
い
う
姑
で
は
釘
抗
的
で
も
あ
る
」
(
一
九
二
頁
)
。
こ
の
よ
う
な
観
貼
か
ら

み
た
と
き
、
清
末
に
お
け
る
中
央
統
制
の
弛
緩
は
、
清
朝
の
財
政
制
度
の
崩

壊
と
い
う
よ
り
は
、
元
来
の
基
本
的
財
政
構
造
の
な
か
に
「
種
の
遺
惇
子
」

と
し
て
含
ま
れ
て
い
た
「
財
政
の
重
層
性
や
分
散
性
と
い
う
形
質
が
全
面
開

花
」
し
た
局
面
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
(
一
六
五
頁
)
。
清
代
中

期
の
集
権
的
シ
ス
テ
ム
と
清
末
の
督
撫
財
政
と
は
、
同
じ
財
政
構
造
が
時
に

庭
じ
て
示
す
二
つ
の
面
貌
な
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
二
重
構
造
を
、
中
央
封
外
省
の
閥
係
の
み
な
ら
ず
、

省
と
地
方
政
府
、
さ
ら
に
は
州
牒
街
門
の
内
部
に
も
存
在
す
る
入
れ
子
構
造

的
同
型
性
の
問
題
と
し
て
一
一
小
し
た
黙
に
、
本
書
の
新
味
が
存
在
す
る
。
二
重

構
造
論
の
機
能
概
念
化
と
も
い
え
る
こ
の
観
結
は
、
第
二
・
第
二
一
章
で
は
必

ず
し
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二

O
O
四
年
設
表
の
第
四
章
に
お
い
て
強

調
さ
れ
る
(
な
お
、
一
九
九
四
年
原
載
の
第
八
章
、
三
九
二
頁
に
も
関
連
の

指
摘
が
あ
る
)
o

そ
の
結
果
、
清
末
の
省
財
政
に
つ
い
て
、
間
早
な
る
分
権
化

と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
省
財
政
内
部
の
緊
張
関
係
を
も
含
み
こ
ん
だ
、
よ
り

立
模
的
か
っ
動
態
的
な
歴
史
像
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
督
撫
を
中

心
と
す
る
清
末
地
方
財
政
の
集
権
化
・
正
規
化
の
側
面
を
強
調
す
る
議
論
は

山
本
進
ら
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
が
、
著
者
の
入
れ
子
型
構
造
論
は
、
山

本
の
議
論
を
受
け
止
め
つ
つ
、
著
者
濁
自
の
重
層
的
な
モ
デ
ル
を
示
し
た
も
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さ
て
、
清
朝
財
政
の
全
髄
像
を
論
じ
た
第
一
部
に
封
し
、
第
二
部
で
は
、

上
連
の
二
重
構
造
の
う
ち
の
非
正
額
財
政
を
構
成
す
る
附
加
的
・
追
加
的
徴

牧
の
問
題
に
焦
黙
を
し
ぼ
り
、
清
代
を
前
後
に
は
さ
む
明
代
と
現
代
に
焦
黙

を
あ
て
て
、
園
家
と
枇
舎
と
の
相
互
作
用
の
長
期
的
動
態
を
考
察
す
る
。
時

代
順
の
論
述
で
は
な
く
、
ま
ず
最
初
の
第
五
章
で
現
代
中
園
の
請
け
負
い
財

政
が
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
讃
者
の
意
表
を
つ
く
構
成
と
も
い
え
よ
う
が
、

そ
の
考
察
は
新
聞
・
雑
誌
や
新
版
地
方
志
な
ど
史
料
の
博
捜
に
基
づ
く
着
賓

な
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
改
革
開
放
政
策
下
の
中
園
農
村
に
お
い

て
祉
舎
問
題
化
し
て
い
る
「
機
汲
」
(
租
税
外
の
分
捨
金
の
徴
収
)
と
「
義

務
州
労
働
」
の
過
重
と
い
う
事
態
は
、
各
級
地
方
政
府
が
上
級
に
到
し
一
定
の

送
余
の
義
務
を
負
う
と
と
も
に
地
方
経
費
を
自
前
で
調
達
す
る
「
財
政
包
干

(
財
政
請
け
負
い
)
」
制
度
の
も
と
で
、
牧
入
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
地

方
幹
部
の
行
動
に
由
来
す
る
。
即
ち
そ
れ
は
、
「
困
家
の
管
掌
す
る
法
定
的

な
財
政
|
|
預
算
内
の
財
政
|
|
と
、
下
部
の
権
力
機
構
が
支
配
す
る
擬
汲

や
附
加
税
を
財
源
と
す
る
預
算
外
経
費
と
が
併
存
す
る
、
二
重
構
造
の
財
政

髄
系
の
な
か
で
生
じ
る
構
造
的
問
題
」
(
二
四
三
頁
)
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

明
清
時
代
の
径
役
を
め
ぐ
る
杭
合
問
題
と
同
根
の
構
造
が
看
取
さ
れ
る
、
と

い、っ。第
六
主
早
か
ら
第
八
章
は
、
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
明
代
の
儒
役
制
度
に
か

か
わ
る
若
干
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
財
政
の
二
重
構
造
と
い
う
観
黙
か
ら
分

析
す
る
。
第
六
章
で
は
明
代
前
期
の
重
要
な
改
革
の
一
つ
で
あ
る
均
径
法
を

扱
い
、
こ
れ
を
里
甲
車
位
で
雑
役
を
割
り
蛍
て
る
方
式
と
す
る
従
来
の
解
稗

に
封
し
、
本
来
の
均
径
法
は
そ
う
で
な
か
っ
た
こ
と
|
|
印
ち
宙
該
年
の
一

豚
の
麿
役
戸
会
岨
胞
を
所
属
里
甲
に
か
か
わ
ら
ず
負
捨
能
力
順
に
並
べ
た
簿
冊
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を
作
り
、
上
か
ら
戸
ご
と
に
役
を
割
り
常
て
て
ゆ
く
と
い
う
方
式
で
あ
っ
た

こ
と
ー
ー
を
論
説
す
る
。
里
甲
役
の
場
合
は
在
地
の
指
導
力
と
い
っ
た
要
素

が
重
要
で
あ
る
が
、
雑
役
の
場
合
は
そ
う
し
た
要
素
を
必
要
と
し
な
い
の
で
、

こ
の
よ
う
な
方
式
の
方
が
寧
ろ
向
然
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
示
唆
さ
れ
る
の
は
、

明
初
の
里
甲
制
は
、
も
と
も
と
佐
伯
役
の
状
取
を
中
心
的
な
目
的
と
し
て
構
想

さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
績
い
て
里
甲
正
役
の

性
格
を
論
ず
る
第
七
章
で
は
、
ま
ず
里
甲
正
役
の
「
正
役
」
と
古
代
園
家
の

「
正
役
」
と
の
相
違
が
指
摘
さ
れ
る
。
明
代
径
役
の
負
権
基
準
に
お
け
る

「
人
丁
」
の
要
素
は
、
士
円
代
の
「
正
役
」
に
お
け
る
成
人
男
性
へ
の
一
律
科

汲
と
異
な
り
、
戸
の
資
産
許
債
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
を
以
て
占
代
的
健

制
の
残
存
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
著
者
の
議
論
は
、
小
山
正

明
や
重
岡
徳
の
有
力
的
学
説
に
釘
す
る
鋭
い
批
判
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
里
甲

正
役
」
と
は
何
な
の
か
。
著
者
は
、
旦
甲
制
度
の
溌
足
時
に
お
い
て
里
長
戸

の
主
要
な
職
責
と
さ
れ
た
「
催
地
叶
銭
糧
、
勾
撮
公
事
」
の
二
事
の
う
ち
、
多

様
な
公
的
事
務
一
般
の
負
捨
を
さ
す
も
の
と
し
て
従
来
理
解
さ
れ
て
き
た

「
勾
掃
公
事
」
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
、
新
た
な
解
轄
を
示
す
。
著
者
に

よ
れ
ば
、
同
時
代
史
料
に
見
え
る
「
勾
樹
公
事
」
と
は
事
件
・
訴
訟
関
係
者

の
拘
引
を
さ
す
語
で
あ
り
、
公
務
一
般
を
さ
す
も
の
で
は
な
い
。
邸
ち
、
里

長
戸
の
職
務
は
州
将
官
府
の
指
揮
の
も
と
に
徴
税
と
治
安
維
持
の
補
助
を
行

、
つ
と
い
う
限
定
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
他
の
傍
役
負
捨
は
本
来
の
義

務
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
追
加
的
・
附
加
的
な
課
徴
と

し
て
の
径
役
の
増
大
に
伴
い
、
そ
の
負
捨
が
里
甲
に
課
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
、

明
代
の
深
刻
な
径
役
問
題
の
根
源
が
あ
る
、
と
い
う
。

こ
う
し
た
径
役
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
明
末
に
は
、
各
種
の
径
役
負
携

の
一
本
化
と
定
額
化
を
目
的
と
し
た
一
候
鞭
法
が
施
行
さ
れ
る
。
第
八
章
で
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著
者
は
、
一
候
鞭
法
の
施
行
後
も
繕
績
し
た
径
役
問
題
を
検
討
し
、
そ
れ
を

か
つ
て
の
仲
間
役
の
車
な
る
残
存
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
な
く
、
一
線
鞭
法

に
よ
り
傍
役
部
分
を
繰
り
込
ん
で
成
立
し
た
新
た
な
正
額
財
政
の
外
に
再
び

成
長
し
て
き
た
非
正
額
財
政
の
問
題
と
し
て
理
解
す
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
。

明
末
の
改
革
は
確
か
に
径
役
問
題
を
緩
和
し
た
が
、
「
そ
れ
が
徴
収
方
法
に

つ
い
て
の
改
革
に
終
わ
る
か
ぎ
り
、
す
な
わ
ち
財
政
龍
系
の
構
造
そ
の
も
の

に
手
を
着
け
ず
に
終
わ
る
か
ぎ
り
、
一
種
の
『
い
た
ち
ご
っ
こ
」
で
し
か
な

い
」
(
四
四
七
頁
)
と
い
う
。

以
上
、
第
二
部
の
諸
章
は
日
本
の
皐
界
に
お
い
て
膨
大
な
蓄
積
の
あ
る
明

代
の
径
役
制
度
を
扱
う
が
、
そ
の
特
色
は
ま
ず
第
一
に
、
仲
間
役
問
題
を
ト
ー

タ
ル
な
財
政
構
造
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
明
確
な
姿
勢

に
あ
る
。
一
吐
曾
構
成
論
的
な
関
心
を
も
っ
従
来
の
明
代
賦
役
制
度
研
究
が
、

も
っ
ぱ
ら
係
役
の
科
汲
方
法
と
在
地
の
階
級
構
造
と
の
関
係
に
着
目
し
、
園

家
の
階
級
的
基
礎
と
い
う
観
黙
か
ら
賦
役
改
革
の
一
燃
史
的
意
義
を
論
じ
よ
う

と
し
て
き
た
の
に
封
し
、
著
者
は
明
代
の
径
役
問
題
の
基
礎
に
、
非
正
額
財

政
の
膨
脹
に
件
、
つ
不
正
・
中
飽
の
盛
行
を
見
い
だ
し
、
一
候
鞭
法
な
ど
の
賦

役
改
革
は
、
そ
う
し
た
問
題
に
封
摩
す
る
た
め
に
非
正
額
財
政
を
正
額
化
し

中
央
の
管
斑
の
も
と
に
置
こ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
明
末
清
初
の
賦
役
改
革
に
釘
す
る
歴
史
的
な
位
置
づ
け
も
大
き
く

異
な
っ
て
く
る
。
階
級
的
頑
貼
か
ら
す
る
研
究
が
、
明
末
清
初
の
改
革
に
お

け
る
賦
役
の
土
地
税
へ
の
一
本
化
や
優
克
の
限
制
に
「
重
層
的
身
分
関
係
の

崩
壊
」
(
小
山
正
明
)
、
「
中
園
に
お
け
る
封
建
鑓
制
の
成
立
」
(
重
田
徳
)
と

い
っ
た
時
代
を
劃
す
る
大
き
な
意
義
を
見
い
だ
し
て
き
た
の
に
到
し
、
著
者

は
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
諸
改
革
を
超
え
て
継
績
す
る
基
本
構
造
と
し
て
の
正

額
・
非
正
額
財
政
の
二
重
構
造
に
問
題
の
根
幹
を
見
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、

」

個
々
の
径
役
制
度
の
背
景
に
あ
る
歴
史
的
篠
件
も
分
析
さ
れ
て
い
る
が
(
例

え
ば
第
八
章
第
一
節
の
里
甲
制
論
)
、
こ
こ
で
は
佐
役
制
度
の
歴
史
的
愛
化

が
主
要
な
論
黙
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

第
二
に
、
第
六
・
第
七
六
早
で
行
わ
れ
た
均
径
法
や
里
甲
制
の
再
検
討
に
よ

り
、
里
甲
制
に
釘
す
る
通
説
が
大
き
く
見
直
し
を
迫
ら
れ
た
こ
と
も
、
本
書

の
意
義
と
し
て
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
里
甲
制
は
も
と
も
と
径
役
収
取
を
目

的
に
作
ら
れ
た
制
度
で
は
な
く
、
里
長
の
主
要
な
職
掌
の
一
つ
で
あ
る
「
勾

撮
公
事
」
と
は
事
件
・
訴
訟
関
係
者
の
拘
引
を
さ
す
語
で
あ
っ
て
そ
れ
以
外

の
意
味
は
な
い
|
|
こ
う
し
た
著
者
の
主
張
は
、
本
書
全
髄
の
議
論
の
本
筋

か
ら
見
れ
ば
副
次
的
論
黙
か
も
知
れ
な
い
が
、
里
甲
削
研
究
に
輿
え
た
衝
撃

は
大
き
い
。
特
に
著
者
が
小
説
な
ど
の
口
語
的
用
法
に
着
目
し
つ
つ
展
開
し

た
「
勾
掻
公
事
」
論
は
、
銭
案
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

如
上
の
分
析
を
経
て
、
本
書
の
柊
章
で
描
か
れ
る
著
者
の
中
園
政
治
秩
序

像
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
巨
大
で
複
雑
な
、
又
持
績
的
に
愛

展
す
る
枇
曾
の
な
か
に
、
貧
弱
な
管
理
能
力
と
部
分
的
な
秩
序
形
成
の
能
力

し
か
も
ち
え
ぬ
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
園
家
が
す
べ
て
を
管
理
す
る
と
い
う

幻
想
に
と
り
つ
か
れ
、
ま
た
、
こ
う
し
た
政
治
文
化
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
正
統
性
を
保
註
さ
れ
て
い
る
専
制
的
な
権
力
圏
岨
胞
が

吃
立
す
る
」
o

図
法
や
正
額
財
政
の
領
域
で
は
確
か
に
集
権
的
な
管
理
が
賓

現
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
園
家
の
機
能
を
す
み
ず
み
ま
で
覆
う
こ
と
は
想

定
さ
れ
て
い
な
い
。
「
こ
の
い
さ
さ
か
硬
直
し
た
中
心
の
領
域
を
超
え
た
と

こ
ろ
に
、
中
心
の
領
域
か
ら
の
医
力
に
た
く
み
に
封
麿
し
つ
つ
、
(
中
略
)

枇
舎
の
現
賓
に
即
し
た
二
次
的
な
秩
序
を
つ
く
り
あ
げ
る
柔
軟
な
構
造
が
ぶ

厚
く
存
在
し
て
い
る
」
。
「
柔
ら
か
い
ゲ
ル
」
の
よ
う
な
こ
の
周
遺
構
造
に
よ

っ
て
こ
そ
、
中
心
の
領
域
は
枇
舎
か
ら
養
分
を
吸
牧
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
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た
権
力
の
賓
質
的
分
散
が
あ
っ
て
こ
そ
、
皇
帝
の
「
高
機
線
撹
」
の
理
念
が

保
た
れ
る
、
と
。
著
者
は
、
中
図
専
制
凶
家
の
集
権
的
政
治
秩
序
が
直
接
に

人
民
ま
で
及
ん
で
い
た
(
な
い
し
は
原
則
上
及
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
)
こ

と
を
論
ず
る
中
岡
史
研
究
舎
の
土
口
団
法
一
・
足
立
啓
二
等
の
観
黙
|
|
「
法

は
中
間
的
諸
圏
健
に
よ
っ
て
阻
止
・
愛
容
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ス
ト
レ
ー
ト

に
人
民
に
ゆ
き
わ
た
る
」
(
士
打
田
)
、
「
枇
合
的
な
意
志
決
定
の
機
能
は
(
中

略
)
、
中
間
諸
圏
樫
を
飛
び
越
し
て
、
官
僚
機
構
を
軸
に
、
最
終
的
に
は
皇

帝
権
の
も
と
に
ま
で
集
中
さ
れ
て
い
る
」
(
足
立
)
な
ど
ー
ー
を
批
判
し
つ

つ
、
中
園
の
専
制
権
力
の
絶
針
性
は
ま
さ
に
権
力
の
分
散
構
造
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
集
権
的
な
中
央
管
理
の
固
い
殺
の
外
側
に
附
着
す
る
柔

軟
な
分
散
的
構
造
、
と
い
う
著
者
の
中
国
政
治
秩
序
像
は
、
各
車
の
賓
詩
的

な
議
論
の
な
か
で
繰
り
返
し
提
示
さ
れ
な
が
ら
、
最
後
の
結
論
へ
と
牧
飲
し

て
ゆ
く
。
本
来
目
の
議
論
の
濁
創
性
と
研
究
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
第
一

部
・
第
二
部
の
紹
介
の
末
尾
で
そ
れ
ぞ
れ
私
見
を
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
繰

り
返
す
こ
と
は
控
え
よ
う
。
以
下
書
評
の
常
道
と
し
て
、
本
書
の
議
論
を
ク

リ
テ
ィ
カ
ル
に
吟
味
し
て
ゆ
く
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
大
愛
難

し
い
。
そ
の
理
由
は
、
評
者
が
賦
役
制
度
史
の
専
門
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
る
が
、
本
書
の
(
貫
詮
と
論
理
と
の
堅
固
さ
に
も
よ
る
。
本
書
は
図
家
の

支
配
構
造
全
髄
を
射
程
に
い
れ
、
時
代
的
に
も
長
期
に
わ
た
る
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
議
論
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
極
め
て
紋
密
な
、
隙
の
な
い

書
物
で
あ
る
。
著
者
の
方
法
が
、
外
在
的
な
枠
組
の
適
用
で
な
く
、
首
時
の

人
々
の
観
馴
に
需
着
し
て
「
構
造
」
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で

あ
ろ
う
か
、
無
理
な
解
稗
に
件
、
つ
違
和
感
が
殆
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

あ
り
う
べ
き
批
判
や
疑
問
に
封
し
で
は
、
著
者
向
身
が
本
書
の
な
か
で
す
で

569 

」

に
周
到
な
反
論
や
同
答
を
準
備
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
著
者
の
議

論
に
樹
愛
さ
れ
て
思
い
浮
か
ん
だ
若
干
の
感
想
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

書
評
の
責
を
塞
ぐ
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

本
書
の
論
黙
の
な
か
で
評
者
が
最
も
刺
激
を
受
け
、
ま
た
反
省
も
し
た
の

は
、
里
甲
制
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
里
甲
制
が
役
困
の
な
か
で
解
躍
し
て

ゆ
く
明
末
清
初
の
時
代
を
専
門
と
す
る
評
者
の
目
か
ら
見
て
、
里
甲
制
は
、

経
済
の
自
然
な
愛
化
に
封
麿
で
き
な
い
不
合
理
な
制
度
の
よ
う
に
見
え
て
い

た
。
そ
れ
は
、
朱
一
冗
障
の
濁
特
の
理
念
に
よ
っ
て
強
引
に
作
ら
れ
た
特
殊
な

「
固
い
樫
制
」
と
し
て
明
初
際
制
を
見
る
見
方
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。
し

か
し
著
者
に
よ
れ
ば
、
里
甲
正
役
の
本
来
の
目
的
は
「
徴
緋
銭
糧
、
勾
撮
公

事
」
即
ち
村
内
の
銭
穀
と
刑
名
に
関
す
る
補
助
的
な
業
務
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ

は
「
本
来
官
府
の
財
政
的
資
源
を
獲
得
す
る
目
的
で
設
定
さ
れ
た
役
で
は
な

い
」
(
三
五
一
頁
)
o

一
六
世
紀
以
降
顕
在
化
し
た
「
役
困
」
は
「
本
来
の
里

中
役
と
い
う
『
正
役
」
そ
の
も
の
か
ら
愛
し
た
問
題
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、

そ
の
時
代
の
財
政
の
構
造
か
ら
汲
生
し
た
里
甲
役
に
た
い
す
る
附
加
的
・
追

加
的
な
課
徴
の
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
(
六
六
頁
)
o

著
者
の
こ
う
し
た
主

張
は
説
得
的
な
も
の
で
あ
り
、
固
い
不
ム
口
加
な
制
度
と
し
て
の
評
者
の
里
甲

制
イ
メ
ー
ジ
は
大
い
に
繁
更
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

里
甲
正
役
が
財
政
的
資
源
獲
得
の
た
め
の
「
本
来
空
意
味
に
お
け
る
差

役
・
儒
役
」
と
無
関
係
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
す
る
著
者
の
指

摘
は
鋭
い
。
し
か
し
、
黒
甲
正
役
は
財
政
的
負
捨
を
直
接
に
負
う
筈
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
む
し
ろ
賦
役
徴
収
に
お
け
る
リ
ス
ク
を
負
う
と

い
っ
た
意
味
で
財
政
上
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
納
税
戸
が
先
を
争
っ
て
税
を
納
め
る
な
ら
ば
、
里
長
の
役
務
は
ほ

と
ん
ど
負
携
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
納
税
戸
の
納
税
拒
否
や

十
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逃
亡
、
或
い
は
膏
吏
の
勤
索
と
い
っ
た
事
態
の
も
と
で
は
、
里
長
戸
の
負
捨

は
無
限
大
と
な
り
得
る
。
そ
し
て
、
そ
の
リ
ス
ク
が
「
徴
対
銭
糧
」
の
な
か

に
本
来
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
結
で
は
、
明
末
の
役
困
は
や
は
り
「
正

役
」
そ
の
も
の
の
問
題
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
一

候
鞭
法
以
後
も
糧
・
里
系
統
の
「
正
役
」
が
根
強
く
残
存
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
リ
ス
ク
負
携
に
関
わ
る
径
役
の
定
額
化
が
と
り
わ
け
困
難
で
あ
っ
た
事

情
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

財
政
問
題
と
し
て
の
仲
間
役
問
題
と
は
、
追
加
的
課
徴
白
馳
胞
の
問
題
で
あ
る

と
同
時
に
、
正
額
と
非
正
額
を
含
め
た
課
徴
を
(
貫
現
す
る
際
の
リ
ス
ク
の
負

捨
の
さ
せ
方
の
問
題
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
リ
ス
ク
と
い
う
計

量
し
え
な
い
マ
イ
ナ
ス
要
凶
を
ど
の
よ
う
に
負
捨
す
る
か
と
い
う
黙
か
ら
見

る
な
ら
ば
、
や
は
り
明
代
と
清
代
以
降
と
の
聞
に
は
「
い
た
ち
ご
っ
こ
」
と

い
う
語
で
は
表
現
し
き
れ
な
い
大
き
な
愛
化
が
あ
る
。
明
末
の
里
長
戸
が
リ

ス
ク
負
擦
を
義
務
化
さ
れ
て
い
る
が
故
に
異
常
な
医
力
に
さ
ら
さ
れ
た
の
に

到
し
、
清
代
に
は
そ
の
よ
う
な
義
務
化
の
制
度
は
ほ
ぼ
解
憶
し
、
リ
ス
ク
は

包
撹
な
ど
の
形
で
い
わ
ば
市
場
的
に
庭
理
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
そ
し
て
、
本
書
第
五
章
の
分
析
か
ら
見
る
限
り
、
現
代
中
国
で
も
、
里

甲
制
の
よ
う
に
リ
ス
ク
負
捨
そ
の
も
の
が
農
民
の
義
務
と
さ
れ
て
い
る
と
い

う
事
態
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

む
ろ
ん
、
著
者
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
す
で
に
解
決
済
の
も
の

か
も
し
れ
な
い
。
本
書
に
お
け
る
里
甲
制
へ
の
言
及
は
「
里
甲
正
役
は
本
来

径
役
牧
取
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
」
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
方
向
の
論
議
に

重
心
を
置
い
て
い
る
が
、
本
圭
日
未
収
録
の
論
文
「
公
課
負
捨
圏
鰹
と
し
て
の

里
甲
と
村
」
(
森
正
夫
他
編
『
明
清
時
代
史
の
基
本
問
題
」
汲
古
書
院
、
一

九
九
七
)
で
著
者
が
扱
っ
て
い
る
の
は
ま
さ
に
「
園
慢
的
税
・
役
負
捨
シ
ス

」

テ
ム
」
と
し
て
の
里
甲
の
性
格
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
著
者
は
「
財
政
」
と

い
う
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
用
い
て
は
い
な
い
が
、
「
園
龍
的
税
・
役
負

捨
シ
ス
テ
ム
」
の
問
題
は
、
財
政
に
お
け
る
リ
ス
ク
庭
稗
の
問
題
と
し
て
扱

う
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
評
者
の
未
熟
な
感
想
で
あ

る。
第
二
に
、
本
書
の
「
反
歴
史
」
的
「
構
造
」
論
に
つ
い
て
遮
べ
た
い
。
本

書
の
焦
姑
は
、
中
園
近
世
・
近
代
財
政
の
「
二
重
構
造
」
問
題
、
邸
ち
集
権

的
に
管
理
さ
れ
る
正
額
財
政
と
そ
の
周
固
に
生
み
出
さ
れ
て
く
る
暖
昧
な
し

か
し
不
可
紋
の
非
正
額
財
政
と
の
表
裏
一
程
の
「
構
造
」
へ
と
、
息
苦
し
い

ま
で
に
ぴ
っ
た
り
と
据
え
ら
れ
て
い
る
。
「
構
造
」
と
い
う
語
は
、
戦
後
日

本
の
中
園
史
研
究
の
な
か
で
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
「
中
園
占
代
園

家
の
形
成
と
構
造
」
(
西
嶋
定
生
)
、
「
郷
紳
支
配
の
成
立
と
構
造
」
(
重
田

徳
)
、
「
中
園
封
建
園
家
の
支
配
構
造
」
(
川
勝
守
)
な
ど
、
「
構
造
」
と
い
う

語
を
冠
し
た
著
作
は
枚
挙
に
暇
な
く
、
「
構
造
」
と
い
う
語
は
戦
後
日
本
の

中
園
史
的
学
の
意
識
さ
れ
ざ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
し
か

し
本
書
で
い
う
「
構
造
」
は
、
従
来
の
「
構
造
」
論
と
は
や
や
異
な
る
。
時

代
匝
分
的
問
題
関
心
と
結
び
つ
き
、
あ
る
時
代
の
岡
家
や
枇
舎
を
一
つ
の
耐

合
的
賓
鐙
と
と
ら
え
て
、
特
定
の
階
級
的
基
礎
の
上
に
成
り
立
つ
そ
の
全
樫

構
造
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
上
記
の
よ
う
な
諸
研
究
に
釘
比
し
て
、
本
書
で

い
う
「
構
造
」
は
、
時
代
的
問
変
化
や
マ
ク
ロ
・
ミ
ク
ロ
の
諸
局
面
を
通
底
し

て
愛
現
す
る
秩
序
生
成
の
か
た
ち
、
い
わ
ば
そ
の
形
態
撃
的
な
共
通
性
を
さ

す。
議
論
の
出
溌
貼
と
し
て
第
二
早
・
第
二
章
で
提
示
さ
れ
る
の
は
、
清
代
に

お
け
る
ウ
ル
ト
ラ
集
権
的
な
園
家
財
政
と
そ
の
周
濯
に
成
長
す
る
賓
質
的
地

方
財
政
の
二
重
構
造
で
あ
る
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
財
政

十
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の
分
野
の
み
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
財
政
に
お
い
て
は
正
額
・

正
額
外
の
部
分
、
ま
た
官
官
臨
機
構
内
に
お
け
る
官
僚
組
織
と
幕
友
・
宥
吏
組

織
、
裁
判
・
法
制
に
お
け
る
『
上
申
」
案
と
『
州
豚
白
理
』
案
」
(
六
二
頁
)

な
ど
、
官
僚
制
や
司
法
制
度
に
も
愛
現
し
て
い
る
。
第
四
章
で
検
討
さ
れ
る

「
外
鈴
」
の
概
念
が
、
裁
判
に
お
け
る
「
外
結
」
、
諸
事
務
に
お
け
る
「
外

塀
」
、
人
事
に
お
け
る
「
外
補
」
な
ど
、
中
央
の
指
示
・
認
可
を
受
け
ず
地

方
レ
ベ
ル
で
庭
理
し
得
る
範
園
を
示
す
諸
概
念
と
共
通
性
を
も
っ
て
い
る
こ

と
は
、
著
者
は
特
に
論
じ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
護
者
に
と
っ
て
は
自
ず
と

想
起
さ
れ
る
事
柄
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
二
重
構
造
は
前
述
の
よ
う
に
、
中

央
と
外
省
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
省
と
州
豚
、
さ
ら
に
州
際
街
門
や
中
央

官
廃
の
内
部
に
も
「
マ
ト
リ
ヨ

1
シ
カ
人
形
の
よ
う
に
」
出
現
す
る
(
一
九

三
頁
)
o

時
代
的
な
嬰
化
と
い
う
親
黙
か
ら
見
て
も
、
明
代
の
里
甲
制
か
ら

明
末
の
諸
改
革
を
経
て
現
代
中
園
に
至
る
税
・
役
制
度
の
大
き
な
轄
愛
の
背

後
に
同
じ
構
造
が
持
績
し
て
い
る
。

著
者
自
ら
「
五
百
年
間
の
歴
史
を
超
え
て
等
質
性
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る

『
反
歴
史
』
的
考
察
」
(
三
九
二
頁
)
と
や
や
挑
設
的
に
迷
べ
る
よ
う
に
、

ど
こ
を
切
っ
て
も
同
じ
構
造
が
遍
在
す
る
こ
の
よ
う
な
秩
序
像
に
、
「
超
歴

史
的
」
「
停
滞
論
的
」
と
い
っ
た
否
定
的
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と
は
た
や
す

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
書
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
基
底
的
な
構
造
へ
の
関

心
こ
そ
が
、
五
百
年
間
の
税
・
役
制
度
の
同
浸
透
を
内
在
的
に
稗
解
す
る
鍵
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
一
見
多
様
な
現
象
を
相
互
に
切
り

離
さ
れ
た
バ
ラ
バ
ラ
の
問
題
と
と
ら
え
る
の
で
な
く
、
多
様
性
の
背
後
に
あ

る
一
貫
し
た
秩
序
生
成
の
論
理
へ
の
着
目
を
通
じ
て
整
合
的
に
理
解
し
よ
う

と
す
る
こ
と
|
|
こ
こ
に
こ
そ
「
歴
史
皐
」
の
面
白
さ
が
あ
る
と
も
い
え
、

本
書
は
そ
の
鮮
や
か
な
成
功
例
の
一
っ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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た
だ
同
時
に
、
著
者
が
こ
の
よ
う
な
構
造
を
「
雨
税
法
飽
系
」
(
そ
の
説

明
は
二
瓦
一

l
二
五
二
頁
の
「
補
記
」
で
な
さ
れ
て
い
る
)
の
特
質
と
し
て

と
ら
え
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
雨
税

法
以
前
と
雨
税
法
腫
系
と
は
ど
の
よ
う
に
恒
別
さ
れ
る
の
か
。
た
し
か
に
古

代
園
家
の
力
役
が
戸
を
車
位
と
し
な
い
人
丁
そ
の
も
の
へ
の
一
律
の
科
汲
を

原
則
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
黙
(
一
一
一
一
一
四
頁
)
で
は
、
明
代
と
の
相

違
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
中
央
集
権
的
な
管
理
を
指
向
す
る
法

定
的
な
租
税
と
、
主
と
し
て
地
方
的
な
科
泳
た
る
附
加
的
・
追
加
的
な
諸
負

捨
と
の
二
層
構
造
、
法
定
的
な
財
政
の
際
系
の
な
か
に
地
方
官
府
の
経
費
が

き
わ
め
て
不
十
分
に
し
か
用
意
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
地
方
財
政
の
不

在
な
い
し
は
脆
弱
、
法
定
的
財
政
に
お
い
て
し
ば
し
ば
預
算
額
の
固
定
化
・

硬
直
化
を
導
く
原
額
主
義
の
傾
向
、
以
上
の
三
黙
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ

る
賓
質
的
な
地
方
財
政
の
請
け
負
い
的
構
造
」
(
二
五

O
頁
)
を
「
雨
税
法

程
系
」
の
財
政
的
特
質
と
す
る
な
ら
ば
、
雨
税
法
以
前
に
お
い
て
そ
の
よ
う

な
構
造
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
「
郷
官
部

い
や

吏
は
、
職
は
斯
し
く
旅
は
薄
く
、
車
馬
衣
服
は
一
に
氏
よ
り
出
づ
。
廉
な
る

者
は
足
る
を
取
り
、
貧
な
る
者
は
家
を
充
た
し
、
特
選
の
横
調
は
紛
々
と
し

て
絶
え
ず
、
送
迎
の
煩
費
は
政
を
損
い
民
を
傷
つ
く
」
(
「
後
漢
書
』
左
雄

偉
)
と
あ
る
如
き
正
額
外
の
附
加
的
徴
収
は
、
古
代
に
お
い
て
も
稀
で
は
な

か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
本
書
の
中
心
課
題
で
あ
る
財
政
の
二
層
構
造
の
始

ま
り
に
つ
い
て
は
、
よ
り
明
確
な
説
明
が
必
要
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

最
後
に
、
本
書
の
研
究
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
本
書
に
お

い
て
は
、
財
政
史
・
径
役
史
上
の
賓
詮
的
先
行
研
究
に
閲
し
て
、
極
め
て
周

到
な
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六

0
年
代
の
明
代
係
役
研
究
を
月
一
論
的

に
リ
ー
ド
し
た
小
山
正
明
・
重
田
徳
な
ど
に
封
す
る
批
判
の
綴
密
さ
・
的
確

十

「「
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さ
も
敬
服
に
値
す
る
。
た
だ
、
本
書
を
一
貫
す
る
財
政
の
二
重
構
造
と
い
う

ア
イ
デ
ア
に
闘
し
て
は
、
先
行
研
究
へ
の
言
及
が
も
う
少
し
あ
っ
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
評
者
の
管
見
の
範
固
で
い

う
な
ら
ば
、
例
え
ば
村
松
枇
次
が
『
中
図
経
済
の
枇
舎
態
制
』
(
初
版
、
一

九
四
九
年
)
の
な
か
で
、
中
園
の
政
府
が
清
代
以
前
か
ら
「
極
め
て
統
一
的

な
、
中
央
集
権
的
な
外
形
の
下
に
、
甚
だ
複
元
的
・
分
散
的
な
傾
向
を
包
成

し
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
評
者
は
か
つ
て
強
い
印
象
を
受
け
た

記
憶
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
村
松
は
、
民
国
期
の
財
政
を
主
要
な
題
材
と
し

て
中
国
財
政
の
性
格
を
素
描
し
、
田
賦
の
「
額
征
」
主
リ
誌
と
そ
れ
に
附
随
す

る
各
級
政
府
の
連
鎖
的
な
「
定
額
請
負
」
的
関
係
、
ま
た
私
人
的
性
格
と
威

力
的
性
格
を
併
せ
持
っ
た
中
圏
各
級
政
府
の
性
格
、
と
い
っ
た
諸
黙
を
強
調

し
て
い
る
。
村
松
の
中
園
財
政
論
は
四

O
頁
弱
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
こ
に
は
、

本
書
の
論
期
と
呼
廃
す
る
鋭
い
指
摘
を
い
く
つ
か
見
い
だ
し
得
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

私
が
こ
こ
で
村
松
の
研
究
に
言
及
す
る
の
は
、
本
書
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
ー
に
限
定
を
附
そ
う
と
い
う
音
訓
固
で
は
全
く
な
い
。
分
厚
い
賓
詮
に
支
え

ら
れ
た
本
書
の
議
論
の
濁
自
の
債
値
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、
戦
後
日
本

の
中
図
史
撃
の
な
か
で
と
も
す
れ
ば
「
停
滞
論
的
」
と
見
な
さ
れ
忽
覗
さ
れ

て
き
た
潮
流
の
な
か
に
、
こ
の
よ
う
な
論
貼
が
先
駆
的
に
提
示
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
興
味
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
園
家
と
枇
舎
と
の
相
互

作
用
に
閥
心
を
も
ち
な
が
ら
、
中
央
集
権
的
な
財
政
を
起
蛤
に
そ
れ
が
生
み

出
す
「
二
次
的
な
秩
序
」
と
し
て
の
非
正
額
部
分
に
注
目
す
る
本
書
の
議
論

に
釣
比
し
て
、
村
松
の
場
合
は
、
第
一
義
的
な
関
心
の
釘
象
は
中
国
の
一
般

的
経
済
秩
序
の
形
態
で
あ
り
、
財
政
に
表
現
さ
れ
る
政
府
の
性
格
は
村
落
・

ギ
ル
ド
な
ど
と
並
ぶ
中
園
経
済
の
「
競
技
規
則
」
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
、
そ
う
し
た
覗
貼
の
方
向
性
の
遣
い
も
面
向
い
。
そ
の
意
味
で

は
、
終
章
に
お
い
て
著
者
が
、
中
国
史
研
究
舎
の
や
や
ス
ト
レ
ー
ト
す
ぎ
る

専
制
園
家
秩
序
論
を
論
争
封
象
と
し
、
こ
れ
に
封
す
る
批
判
を
以
て
本
書
を

し
め
く
く
っ
た
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
残
念
に
も
思
わ
れ
る
。
よ
り
洗
練
さ
れ

た
覗
恥
か
ら
中
園
財
政
の
重
層
性
に
着
目
し
つ
つ
秩
序
の
か
た
ち
を
論
じ
よ

う
と
し
た
研
究
が
、
従
来
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
未
熟
な
が
ら
率
直
な
感
想
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
本
主
自
の

綴
密
な
賞
詮
と
重
厚
な
論
理
を
]
分
理
解
し
え
な
い
が
故
の
妄
言
も
あ
る
こ

と
と
思
わ
れ
る
。
謹
ん
で
著
者
・
請
者
の
ご
海
容
を
乞
う
と
と
も
に
、
明
末

の
中
央
政
治
や
漫
境
枇
曾
、
ま
た
明
清
時
代
の
郷
村
の
職
役
な
ど
に
闘
し
、

次
々
と
大
作
を
愛
表
し
て
お
ら
れ
る
山
石
井
茂
樹
氏
の
研
究
の
更
な
る
展
開
を

祈
念
し
て
捌
筆
し
た
い
。

二
O
O
四
年
二
月

A
五
剣

十

京
都
京
都
大
向
学
的
学
術
出
版
舎

瓦
+
五
八
O
頁

六

六
O
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